
平成２２年 第１０回京丹後市教育委員会会議録 

 

１ 開催年月日  平成２２年６月９日（水） 

開会 午後３時００分  閉会 午後３時５６分 

 

２ 場   所  大宮庁舎４階 第２・３会議室 

 

３ 出席委員名  上羽敏夫、岸田薫子、文珠清道、森益美、米田敦弘 

 

４ 欠席委員名  なし 

 

５ 説 明 者  教育次長 吉岡喜代和、教育理事 髙橋忠彰、学校教育課長 藤村信行、 

社会教育課長 安達忠行、文化財保護課長 吉田誠、総括指導主事 後藤幸雄 

 

６ 書   記  教育総務課長 糸井嘉彦 

 

７  議   事 

(1)  議案第 63号 第６５回国民体育大会近畿ブロック大会に係る共催について 

(2)  議案第 64号 京都ＳＫＹシニア大学（京丹後市会場 他）に係る後援について 

(3)  議案第 65号 第２回塩見杯争奪体操競技・新体操大会に係る後援について 

(4)  報告第 9 号 学校教科用図書選定委員会委員の委嘱について 

(5)  報告第 10号 京丹後市就学指導委員会委員の委嘱について 

 

８ そ の 他   

(1) 諸報告 

  ① 「共催」・「後援」申請に係る５月期承認について 

  ② 京丹後市立学校施設の耐震化方針（案）について 

  ③ 教職員の労働条件及び教育諸条件の改善に関する要求書について 

 

(2) 各課報告 

   <教育総務課> 

 ①平成２２年度京丹後市小学校教育研究会外国語活動部授業研究会のご案内について 

 

  <学校教育課> 

   ① ６月学校行事予定について 

 

<社会教育課> 

   ① 教育財産の使用許可について 

      教育財産使用許可申請書の写し 



  

      （京丹後市商工会：京丹後市丹後町間人２６２４番地） 

   ② 平成２２年度ジュニアカヌースプリント春季大会について 

   ③ 平成２２年度京丹後市体育協会総会について 

   ④ 第２６回国民文化祭・京都２０１１文芸祭 小町ろまん「短歌大会」 

     平成２２年度第１回企画委員会について 

   ⑤ 平成２２年度第１回京丹後市図書館協議会について 

   ⑥ 平成２２年度地域子ども教室実行委員会について 

   ⑦ 網野北小学校芝生化第２回実行委員会について 

   ⑧ 平成２２年度くみはまカヌー交流大会２０１０について 

   ⑨ 第１８回北近畿中学生ソフトテニス大会について 

 

<文化財保護課> 

 ① 小町ろまん短歌大会歴史散策 

 ② 「鳴き砂の不思議」小冊子について 

 

(5) その他 

 

９ 会 議 録  別添のとおり（全８頁） 

 

１０ 会議録署名   

       別添の会議録は書記が記載したものであり、別添記載の正確であることを認めここに署

名する。 

 

平成２２年 ７月 ８日 

 

              委 員 長 上羽 敏夫  

署名委員  森  益美  
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平成２２年 第１０回京丹後市教育委員会会議録（詳細）       〈６月９日（水）〉 

 

〔招 集 者〕 京丹後市教育委員会委員長 上羽敏夫 

〔被招集者〕 岸田薫子、文珠清道、森益美、米田敦弘 

〔説 明 者〕 教育次長 吉岡喜代和、教育理事 髙橋忠彰、学校教育課長 藤村信行、 

 社会教育課長 安達忠行、文化財保護課長 吉田誠、総括指導主事 後藤幸雄 

〔書  記〕 教育総務課長 糸井嘉彦 

 

〈上羽委員長〉 

 ただ今から「平成２２年第１０回京丹後市教育委員会定例会」を開会致します。 

 昨日は、「最小不幸社会をつくる」を政治目標としていた菅直人首相の内閣が誕生いたし

ました。教育面でどの様な影響があるのか注視したいと思います。 

 大阪府では、学力向上のため教職員の人事権を市町村教育委員会に委ねる「権限と責任

の明確化」を打ち出しました。教職員の適切な評価や配置を目指したものと考えられます

が、財政的に弱い市町村では、教育的質の格差が生じかねません。 

 また、京都府においては「小１プロブレム」を未然に防ぐため、小学校入学前の児童に

対し、１週間程度の「体験入学」を実施するとの報道がありました。今年は府下の５０校

で導入するようです。 

 私共教育委員会でも「京丹後市の学校教育改革構想」を策定するなかで、「就学前から義

務教育９年間を見通した１０年間にわたる一貫教育」を目指すことを重点としております。

これは府教委の施策と一致するものであり、京丹後市の教育力向上に大きな力となること

が期待されます。 

 さて、教育の「不易と流行」と言われますが、本来は児童生徒が受益する筈の「教育を

受ける権利」を、地域の活性化という手段で自己目的化したような「民意」という大衆民

主主義的なものに翻弄されて、京丹後市教育の本質を見失うようなことがあってはならな

いと考えます。 

 ５月１１日の教育委員会後の委員長としての出席行事は、１９日は教育委員会臨時会を

開催させて頂きました。２１日は府教育委員会定期総会に皆様と一緒に出席しました。２

４日には、市議会の全員協議会へ、６月２日は市議会の初日であり出席しております。 

 本日の議案は既にご案内のとおりです。委員各位の活発なご議論をお願いしまして、開

会にあたりましての挨拶と報告とします。 

 

次に、米田教育長から第９回教育委員会定例会開催後の諸会議、行事等を中心に、教育

長報告をお願い致します。 

 

〈米田教育長〉 

 委員長のほうからありましたけれども、教育長として私からも岸田先生に一言お礼の言

葉を申し上げたいと思います。岸田先生は校長時代にも例の丹後問題が非常に荒れている

中を体を張って活動されていた姿も見ておりましたし、退職されてからの指導主事も一緒

にさせてもらい、いろんな場所で教えてもらいながら、ここでこういう形でまた一緒に仕
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事ができたことを大変嬉しく思っております。本当にありがとうございました。今後もよ

ろしくお願いします。 

 本年度も早いもので２ヶ月が過ぎました。しかし、抱えている課題から、まだ２ヶ月し

かたっていないのかなと言う思いも一方ではあります。 

 中でも、学校の耐震化方針（案）の策定にあたっては、２～３日おきに実施している市

長協議の内容も踏まえて、事務局が一丸となって必死に取り組んでくれていること、大変

嬉しく思っています。 

 ２つご報告、お知らせしておきたいと思います。 

 １点目には、学校耐震化方針（案）の説明会であります。昨日の長岡小学校区の説明会

を含めまして５地区で実施いたしました。 

全体の耐震化の方針と教育改革構想中間案の簡単な説明ですが、学校の再編については触

れておりません。意見の多くは耐震性が大変弱い、危険と考えていたが、この結果を見る

と耐震補強工事が可能とされた、ぜひ学校を残して欲しいとか、 

署名や陳情書の人数から、学校は多くの住民のよりどころになっている、多数の声に耳を

傾けてほしいとか、 

歴史と伝統のある学校を残してほしい。中には国会議事堂は昭和１１年、京都府庁は明治

３７年、大阪城は何年・・・それでも現在活躍していると例を出される方もありました。 

それから計測不能という学校、再起不能と捉えて発言される方もありました。言葉の難し

さを感じております。 

 ２点目ですが、月曜日から市議会での一般質問が始まります。 

通告を受けている議員は５人です。 

主な内容は、学校の再編の問題、それから「京丹後市の学校教育改革構想」の問題。やが

ては、１中学校区に１小学校というのが理想のようにされているが、それは地域性を無視

しているという意味の通告を受けております。 

それから、学校施設の寿命を考えると、耐震補強だけでなしに、改修も必要ではないか

とか、いうこともあります。 

そのほかは、長時間勤務の問題、給食費の滞納、アレルギーの児童生徒への対応、給食会

計の処理等についても質問があります。岸田先生が言われましたけれども、大きな山場で

はありますけれども、チャンスと捉えて丁寧に対応していきたいと思っております。 

「平成２２年５月動静表」朗読説明 

 

〈上羽委員長〉 

ただ今の教育長報告について、ご質問等ありましたらお願いをしたいと思います。 

次に会議録の承認を行います。第８回の署名委員は岸田委員、第９回の署名委員は文珠

委員です。会議録については、すでにお手元に送付をしておりますが、原案のとおり承認

してよろしいですか。 

 

〈全委員〉 

 了承。 

 

〈上羽委員長〉 

 原案どおり承認致します。  
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 本日の会議録署名委員の指名を致します。 

 森委員を指名しますのでお願い致します。 

 それでは、お手元の会議次第にそって議事を進めさせていただきます。 

 まず、委員長の選挙を執り行います。委員長の任期は、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」第１２条の規定により１年となっておりますので、この私の委員長任期も７

月７日をもって終了いたします。従いまして、平成２２年７月８日から平成２３年７月７

日までの次期委員長を選挙で選出していただきたいと思っております。 

 

 その後、引き続き、委員長職務代理者の選挙を執り行います。委員長職務代理者につき

ましても、委員長の選挙の例によることとし任期は１年となっており、７月２日をもって

終了いたします。従いまして、平成２２年７月３日から平成２３年７月２日までの次期委

員長職務代理者を選挙で選出していただきたいと思っております。 

 

それでは最初に、委員長の選挙を行います。単記・無記名でお願いします。 

 

〔書記が投票用紙を配付〕 

〔委員各位が投票〕 

〔書記が投票用紙を集め、開票し、開票結果を上羽委員長に示す〕 

 

<上羽委員長> 

投票の結果をお知らせします。 

投票の結果、委員長は上羽敏夫さんに決定いたしました。 

 

<上羽委員長> 

 次に、委員長職務代理者の選挙を行います。委員長を除いて、委員長職務代理者を単記・

無記名でお願いします。 

 

〔書記が投票用紙を配付〕 

〔委員各位が投票〕 

〔書記が投票用紙を集め、開票し、開票結果を上羽委員長に示す〕 

 

<上羽委員長> 

投票の結果をお知らせします。 

投票の結果、委員長職務代理者は文珠清道さんに決定いたしました。 

 

 それでは、改めて、ただいま決定していただきました内容を確認させていただきます。 

  委員長に 上羽敏夫氏、委員長職務代理者に 文珠清道氏と決まりました。 

 よろしくお願いいたします。 

 

【委員長へ任命通知書交付】 

 

【委員長職務代理者へ任命通知書交付】 
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<糸井教育総務課長> 

 それでは、新しく委員長に就任される上羽委員長様から挨拶をいただきます。 

 

<上羽委員長>  

 委員長をさせていただくことに決定いたしました。気は短く、皆さんはポンポンポンと

すぐに言葉が返ってきてびっくりされることもあるとは思いますが、京丹後市の教育が前

進するために一生懸命頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

<糸井教育総務課長> 

 それでは、続きまして文珠委員長職務代理様から挨拶をいただきます。 

 

<文珠委員長職務代理>  

 ただ今選任いただきました文珠でございます。岸田委員のあとを継ぎまして、大変な業

を授かりました。教育行政につきましては、はなはだ浅学でございます、また若輩者でご

ざいます。皆さまの足手まといにならないよう、そしてまたこれからの教育行政の推進の

ため頑張りたいと思います。どうぞご指導よろしくお願いいたします。 

 

<上羽委員長> 

 それでは、議案に入らせていただきます。 

お手元の会議次第にそって議事を進めさせていただきます。 

  

<上羽委員長> 

議案第６３号「第６５回 国民体育大会近畿ブロック大会に係る共催について」を議題

とします。 

米田教育長から提案理由の説明をお願いします。 

 

<米田教育長> 

 これにつきまして、教育次長の方から説明いたします。 

 

<吉岡教育次長> 

 それでは説明します。議案第６３号「第６５回 国民体育大会近畿ブロック大会に係る

共催について」でございますが、この大会につきましては近畿地区住民のスポーツに対す

る関心を深め、スポーツ活動の促進を図るとともに、体力向上と競技水準を高め、合わせ

て大会を通じて親善と交流を深め健康的で文化的な生活の確立に寄与することを目的とし

て、７月から８月にかけて京都府内を会場として開催されることになっております。ちな

みに京丹後市ではカヌー競技が行われることが予定されているようです。申請者は第６５

回国民体育大会近畿ブロック大会京都府実行委員会となっておりますので、どうぞよろし

くお願いします。 

 

<上羽委員長> 

 議案第６３号をご説明いただきました。 
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 ご質問、ご意見等がございましたらお願いします。 

 

<上羽委員長> 

 特にご意見ございませんか。 

 それではお諮りをいたします。議案第６３号「第６５回国民体育大会近畿ブロック大会

に係る共催について」につきまして、承認にご異議ございませんか。 

 

<全委員> 

 異議なし。 

 

<上羽委員長> 

 異議なしと認め、承認致します。 

 

<上羽委員長> 

 それでは、次の議案に入らせていただきます。 

 議案第６４号から議案第６５号の２議案については、いずれも後援の議案であります。

一括議題としたいと思いますがご異議ございませんか。 

 

〈全委員〉 

 異議なし。 

 

<上羽委員長> 

 ご異議なしと認めます。よって議案第６４号「平成２２年度「京都ＳＫＹシニア大学」

に係る後援について」、議案第６５号「第２回塩見杯争奪体操競技・新体操大会に係る後援

について」の２議案を一括議題とします。 

 

 米田教育長から提案理由の説明をお願いします。 

 

<米田教育長> 

 この２つの議案につきましても、教育次長の方から説明いたします。 

 

<吉岡教育次長> 

 はい、議案第６４号「平成２２年度「京都ＳＫＹシニア大学」（京丹後市会場）に係る後

援について」でございますが、この事業につきましては、シニアの「仲間づくり」「健康・

生きがいづくり」を支援し、地域活動の担い手となる人材を養成することを目的に、本年

９月から来年１月までの間、講座を実施するものでありまして、京丹後会場におきまして

も、京丹後市峰山総合センターで総合学習講座が開催されるものでございます。京丹後会

場では募集定員は５０名を予定されています。申請者は財団法人京都ＳＫＹセンターでご

ざいます。 

 続きまして、議案第６５号「第２回 塩見杯争奪体操競技・新体操大会に係る後援につ

いて」でございます。この事業はジュニア体操・新体操選手に広く実践の機会を与え、技

術の向上と精神の高揚を図り、心身共に健全な子ども達の育成と相互の親睦を図るととも
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に、体操を愛する優秀な選手が数多く育つことを目的に、６月２６日、網野高等学校体育

館で実施するものでございます。参加資格につきましては、４歳児から小学校１年生まで

を《幼年の部》、小学校２年生から小学校６年生までを《小学生の部》、《中学生の部》に分

けて実施を予定されています。申請者は与謝野町の小倉宏光氏ですが、小倉氏は網野高等

学校体操部の顧問で、「ちびっこクラブ」の代表ということをお聞きしています。主催は網

野高等学校体操部ＯＢ会、あみの体操クラブでございます。なお、今回は２回目の開催で

すが、申請は今年が初めてでございますので、よろしくお願いします。 

 

<上羽委員長> 

  ただ今、後援議案につきまして、２議案の説明をいただきました。 

まず、議案第６４号「平成２２年度「京都ＳＫＹシニア大学」に係る後援について」、ご

質問、ご意見等がございましたらお願いします。 

 

<森委員> 

 初めての申請ということで聞かせていただきます。京丹後会場ということで、５０名あ

るんですけれども、これは京丹後市内から５０名ではなく、京都府下から５０名という理

解でよろしいか。 

 

<吉岡教育次長> 

 そうです。 

 

<岸田委員長職務代理者> 

 京都市内からも来られますか。 

 

<吉岡教育次長> 

 京丹後市周辺、京都府北部の方が多いようです。 

 

<上羽委員長> 

次に、議案第６５号「第２回 塩見杯争奪体操競技・新体操大会に係る後援について」、

ご質問、ご意見等がございましたらお願いします。 

 

<上羽委員長> 

  それでは全体を通して、ご質問、ご意見等がありましたら、お願いします。 

  よろしいでしょうか。 

 

<全委員> 

  はい。 

 

 <上羽委員長> 

  それでは、順次お諮りを致します。 

 議案第６４号「平成２２年度「京都ＳＫＹシニア大学」に係る後援について」につきま

して、承認にご異議ございませんか。 
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<全委員> 

 異議なし。 

 

<上羽委員長> 

 異議なしと認め、承認致します。 

 次に、議案第６５号「第２回 塩見杯争奪体操競技・新体操大会に係る後援について」

につきまして、承認にご異議ございませんか。 

 

<全委員> 

 異議なし。 

 

 

<上羽委員長> 

 異議なしと認め、承認致します。 

 それでは、報告議案に入らせていただきます。 

報告第９号「学校教科用図書選定委員会委員の委嘱について」を議題とします。 

米田教育長から説明をお願いします。 

 

<米田教育長> 

 さきほども言いましたが、来年から小学校の教科書が変わるということで、今年採択を

する年となっております。そうした意味で、まず選定委員というのを選出しなければなり

ません。教科書は、法律上、無償に関する特別措置をとるには８月３１日までに採択する

教科書を決めなければならないということになっております。従来学識経験者、校長会、

事務局職員ということで、メンバーを構成しております。今年、学識経験者ということで、

前教育長の引野恒司様、社会教育委員会議長の本城昌彦様、ＰＴＡＯＢ会の田崎敬章様に

お願いをいたしました。校長会からは、森本賢一郎校長、西村忍校長、奥田栄一校長、事

務局の方から指導主事３名が入っております。ということで、既に第１回を始めました。

委嘱状を渡しまして、委員長を森本校長、副委員長を本城氏ということで、スタートして

おります。報告させていただきます。 

 

<上羽委員長> 

  ただ今、報告第９号につきまして、説明をいただきました。 

ご質問等がございましたらお願いします。 

 

<上羽委員長> 

 続きまして、報告第１０号「京丹後市就学指導委員会委員の委嘱について」を議題とし

ます。 

 米田教育長から説明をお願いします。 

 

<米田教育長> 

 この件につきましては、特別支援学級、それから特別支援学校、またことばの教室（通
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級指導教室）に来年度通学・通級する児童・生徒の状況を判断して、教育委員会に答申を

いただくという組織になっています。たくさんありますので読み上げませんが、各支部か

ら３名から４名ずつ委員になっていただいています。そして支部ごとに委員名が書いてあ

ります。学校医、それから幼稚園・保育所・福祉事務所職員等をメンバーに入れておりま

す。これらのメンバーの中から役員会をもち、弥栄支部の弥栄中学校の三浦明子氏を委員

長として６月１日に初会合をもちました。以上で報告を終わります。 

 

<上羽委員長> 

  ただ今、報告第１０号につきまして、説明をいただきました。 

ご質問等がございましたらお願いします。 

 

<上羽委員長> 

質問がないようですので、以上で本日の議事はすべて終了させていただきます。 

続いて、５のその他ということで、諸報告、各課報告を順次お願いしたいと思います。 

 

(1)諸報告 

〈吉岡教育次長〉 

 ① 「共催」・「後援」申請に係る５月期承認について 

② 京丹後市立学校施設の耐震化方針（案）について 

 

〈米田教育長〉 

③ 教職員の労働条件及び教育諸条件の改善に関する要求書について 

 

 教育委員の異議なし 【承認】 

 

(2)各課報告 

〈糸井教育総務課長〉 

 ①平成２２年度京丹後市小学校教育研究会外国語活動部授業研究会のご案内について 

 

〈藤村学校教育課長〉 

 ①６月学校行事予定について 

 

〈安達社会教育課長〉 

 ①教育財産の使用許可について 

   教育財産使用許可申請書の写し 

   （京丹後市商工会：京丹後市丹後町間人２６２４番地） 

 ②平成２２年度ジュニアカヌースプリント春季大会について 

 ③平成２２年度京丹後市体育協会総会について 

 ④第２６回国民文化祭・京都２０１１文芸祭 小町ろまん「短歌大会」 

  平成２２年度第１回企画委員会について 

 ⑤平成２２年度第１回京丹後市図書館協議会について 

 ⑥平成２２年度地域子ども教室実行委員会について 
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 ⑦網野北小学校芝生化第２回実行委員会について 

 ⑧平成２２年度くみはまカヌー交流大会２０１０について 

 ⑨第１８回北近畿中学生ソフトテニス大会について 

 

〈吉田文化財保護課長〉 

①小町ろまん短歌大会歴史散策 

②「鳴き砂の不思議」小冊子について 

 

〈上羽委員長〉 

全体を通して、何かご質問がございましたらお願いします。 

特に無いようですので、以上で第１０回京丹後市教育委員会定例会を閉会致します。皆

様、ご苦労様でした。 

 

                          〈 閉会 午後３時５６分 〉 

 

 ［ ７月定例会 平成２２年７月８日（木） 午後３時３０分 ］ 

 


